
（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

目
次

目
次

第
一
編

（
略
）

第
一
編

（
略
）

第
二
編

安
全
基
準

第
二
編

安
全
基
準

第
一
章
～
第
七
章

（
略
）

第
一
章
～
第
七
章

（
略
）

第
八
章

伐
木
作
業
等
に
お
け
る
危
険
の
防
止
（
第
四
百
七
十
七
条
―
第

第
八
章

伐
木
作
業
等
に
お
け
る
危
険
の
防
止

五
百
十
七
条
）

第
一
節

伐
木
、
造
材
等
（
第
四
百
七
十
七
条
―
第
四
百
八
十
四
条
）

第
二
節

木
馬
運
材
及
び
雪
そ
り
運
材
（
第
四
百
八
十
五
条
―
第
五
百

十
七
条
）

第
八
章
の
二
～
第
十
二
章

（
略
）

第
八
章
の
二
～
第
十
二
章

（
略
）

第
三
編
・
第
四
編

（
略
）

第
三
編
・
第
四
編

（
略
）

附
則

附
則

第
八
章

（
略
）

第
八
章

（
略
）

（
削
る
）

第
一
節

伐
木
、
造
材
等

（
立
入
禁
止
）

（
立
入
禁
止
）

第
四
百
八
十
一
条

事
業
者
は
、
造
林
、
伐
木
、
造
材
又
は
木
寄
せ
の
作
業
（

第
四
百
八
十
一
条

事
業
者
は
、
造
林
、
伐
木
、
造
材
、
木
寄
せ
又
は
修
羅
に

ら

車
両
系
木
材
伐
出
機
械
に
よ
る
作
業
を
除
く
。
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
造

よ
る
集
材
若
し
く
は
運
材
の
作
業
（
車
両
系
木
材
伐
出
機
械
に
よ
る
作
業
を

林
等
の
作
業
」
と
い
う
。
）
を
行
つ
て
い
る
場
所
の
下
方
で
、
伐
倒
木
、
玉

除
く
。
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「
造
林
等
の
作
業
」
と
い
う
。
）
を
行
つ
て

切
材
、
枯
損
木
等
の
木
材
が
転
落
し
、
又
は
滑
る
こ
と
に
よ
る
危
険
を
生
ず

い
る
場
所
の
下
方
で
、
伐
倒
木
、
玉
切
材
、
枯
損
木
等
の
木
材
が
転
落
し
、

る
お
そ
れ
の
あ
る
と
こ
ろ
に
は
、
労
働
者
を
立
ち
入
ら
せ
て
は
な
ら
な
い
。

又
は
滑
る
こ
と
に
よ
る
危
険
を
生
ず
る
お
そ
れ
の
あ
る
と
こ
ろ
に
は
、
労
働

者
を
立
ち
入
ら
せ
て
は
な
ら
な
い
。

（
修
羅
に
よ
る
集
材
又
は
運
材
作
業
に
お
け
る
危
険
の
防
止
）

ら

第
四
百
八
十
二
条

削
除

第
四
百
八
十
二
条

事
業
者
は
、
修
羅
に
よ
る
集
材
又
は
運
材
の
作
業
を
行
な

ら

う
と
き
は
、
次
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。



一

木
材
を
滑
走
さ
せ
て
い
る
間
は
、
労
働
者
を
当
該
滑
路
に
立
ち
入
ら
せ

な
い
こ
と
。

二

と
め
場
、
う
す
場
そ
の
他
滑
路
の
一
部
に
お
い
て
停
止
し
た
木
材
を
労

働
者
に
取
り
扱
わ
せ
る
と
き
は
、
当
該
労
働
者
に
、
そ
の
上
方
に
お
い
て

木
材
を
滑
走
さ
せ
て
い
る
者
に
対
し
て
滑
走
を
停
止
さ
せ
る
た
め
の
合
図

を
行
な
わ
せ
、
木
材
の
滑
走
が
停
止
し
た
こ
と
を
確
認
さ
せ
た
後
に
、
行

な
わ
せ
る
こ
と
。

（
削
る
）

第
二
節

木
馬
運
材
及
び
雪
そ
り
運
材

（
木
馬
道
）

第
四
百
八
十
五
条
か
ら
第
五
百
十
七
条
ま
で

削
除

第
四
百
八
十
五
条

事
業
者
は
、
木
馬
に
よ
る
運
材
の
作
業
を
行
う
場
合
に
お

け
る
木
馬
道
（
以
下
「
木
馬
道
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
次
に
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
イ
ン
ク
ラ
イ
ン
の
方
式
に

よ
る
木
馬
の
木
馬
道
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一

縦
断
こ
う
配
は
、
二
分
の
一
以
下
（
さ
ん
橋
の
部
分
に
つ
い
て
は
三
分

の
一
以
下
）
と
し
、
曲
線
半
径
が
五
メ
ー
ト
ル
未
満
の
曲
線
区
間
（
曲
線

区
間
が
十
メ
ー
ト
ル
未
満
の
間
隔
で
連
続
し
て
い
る
場
合
に
お
け
る
第
二

番
目
以
後
の
曲
線
区
間
を
除
く
。
）
の
直
前
十
メ
ー
ト
ル
の
区
間
に
つ
い

て
は
、
単
軌
木
馬
そ
の
他
有
効
な
制
動
装
置
を
備
え
る
木
馬
の
木
馬
道
及

び
制
動
用
ワ
イ
ヤ
ー
ロ
ー
プ
を
備
え
る
木
馬
道
の
場
合
を
除
き
、
十
分
の

一
以
下
と
す
る
こ
と
。

二

曲
線
部
に
お
け
る
横
断
こ
う
配
は
、
四
分
の
一
以
下
と
す
る
こ
と
。

三

幅
は
、
木
馬
の
荷
台
の
幅
に
三
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
加
え
た
幅
以
上

と
し
、
曲
線
半
径
が
五
メ
ー
ト
ル
未
満
の
曲
線
区
間
に
つ
い
て
は
、
木
馬

の
荷
台
の
幅
に
三
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
加
え
た
幅
に
木
馬
の
長
さ
の
五

分
の
一
に
相
当
す
る
幅
を
加
え
た
幅
以
上
と
す
る
こ
と
。

四

路
面
は
、
つ
ま
づ
き
、
踏
抜
き
等
に
よ
り
危
険
を
生
ず
る
お
そ
れ
の
な

い
状
態
に
保
持
す
る
こ
と
。

五

路
面
の
曲
線
部
に
お
け
る
外
周
で
岩
石
、
根
株
等
の
障
害
物
に
よ
り
危

険
を
生
ず
る
お
そ
れ
の
あ
る
箇
所
に
つ
い
て
は
、
当
該
障
害
物
を
取
り
除



き
、
又
は
整
地
す
る
こ
と
。

六

縦
断
こ
う
配
が
八
分
の
一
以
上
の
区
間
、
木
馬
道
の
見
透
し
距
離
が
三

十
メ
ー
ト
ル
未
満
の
区
間
、
他
の
道
路
と
の
交
さ
点
そ
の
他
木
馬
の
運
行

に
つ
い
て
危
険
が
生
ず
る
お
そ
れ
の
あ
る
箇
所
の
直
前
十
メ
ー
ト
ル
の
地

点
に
は
、
注
意
標
識
を
、
労
働
者
が
容
易
に
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
設
け
る
こ
と
。

七

さ
ん
橋
は
、
丈
夫
な
構
造
と
し
、
か
つ
、
埋
込
み
盤
木
を
設
け
る
こ
と

、
盤
木
に
補
助
盤
木
を
設
け
る
こ
と
等
踏
み
は
ず
し
に
よ
る
危
険
を
防
止

す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

八

曲
線
半
径
が
五
メ
ー
ト
ル
未
満
の
曲
線
区
間
の
外
周
及
び
さ
ん
橋
に
は

、
単
軌
木
馬
の
木
馬
道
の
場
合
を
除
き
、
高
さ
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上

の
押
え
木
を
設
け
る
こ
と
。

第
四
百
八
十
六
条

事
業
者
は
、
木
馬
道
（
単
軌
木
馬
、
イ
ン
ク
ラ
イ
ン
の
方

式
に
よ
る
木
馬
そ
の
他
有
効
な
制
動
装
置
を
備
え
る
木
馬
の
木
馬
道
を
除
く

。
）
で
、
八
分
の
一
以
上
の
縦
断
こ
う
配
が
十
メ
ー
ト
ル
以
上
に
わ
た
る
区

間
に
つ
い
て
は
、
制
動
用
ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ
を
備
え
、
こ
れ
を
労
働
者
に
使
用

さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
木
馬
道
に
お
い
て
運
材
の
作
業
に
従
事
す
る
労
働
者
は
、
同
項
の

制
動
用
ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ
を
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
百
八
十
七
条

前
条
第
一
項
の
制
動
用
ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ
は
、
著
し
い
摩
耗

、
腐
食
、
断
線
等
の
欠
点
が
な
い
も
の
で
、
木
馬
道
の
縦
断
こ
う
配
が
三
分

の
一
以
下
で
あ
る
と
き
は
直
径
が
六
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上
、
木
馬
道
の
縦
断

こ
う
配
が
三
分
の
一
を
こ
え
る
と
き
は
直
径
九
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

事
業
者
は
、
前
項
の
ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ
に
つ
い
て
は
、
立
木
、
止
め
く
い
、

根
株
等
の
固
定
物
で
堅
固
な
も
の
に
、
確
実
に
取
り
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

（
木
馬
へ
の
積
荷
）



第
四
百
八
十
八
条

事
業
者
は
、
木
馬
に
積
荷
す
る
と
き
は
、
か
す
が
い
、
索

等
の
用
具
に
よ
り
積
荷
を
確
実
に
固
定
さ
せ
、
か
つ
、
イ
ン
ク
ラ
イ
ン
の
方

式
に
よ
る
木
馬
の
場
合
を
除
き
、
積
荷
の
高
さ
を
当
該
木
馬
の
中
央
幅
の
四

倍
に
相
当
す
る
高
さ
以
下
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
木
馬
を
ひ
く
作
業
）

第
四
百
八
十
九
条

事
業
者
は
、
積
荷
し
た
木
馬
を
ひ
く
作
業
を
行
な
う
と
き

は
、
当
該
作
業
に
従
事
す
る
労
働
者
に
次
の
事
項
を
行
な
わ
せ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
た
だ
し
、
第
一
号
に
つ
い
て
は
、
木
馬
道
の
平
た
ん
な
区
間
に
お

い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一

単
軌
木
馬
及
び
イ
ン
ク
ラ
イ
ン
の
方
式
に
よ
る
木
馬
の
場
合
を
除
き
、

木
馬
と
木
馬
と
の
間
隔
は
、
三
十
メ
ー
ト
ル
以
上
を
保
持
す
る
こ
と
。

二

肩
綱
は
、
木
馬
を
ひ
く
と
き
に
木
馬
に
巻
き
込
ま
れ
る
お
そ
れ
の
な
い

長
さ
と
し
、
か
つ
、
木
馬
道
の
縦
断
こ
う
配
が
八
分
の
一
以
上
の
区
間
に

お
い
て
は
、
容
易
に
木
馬
か
ら
は
ず
れ
る
も
の
で
あ
る
と
き
を
除
き
、
け

さ
掛
を
し
な
い
こ
と
。

三

第
四
百
八
十
六
条
第
一
項
の
制
動
用
ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ
の
継
替
え
は
、
木

馬
を
確
実
に
停
止
し
た
後
に
行
な
う
こ
と
。

２

前
項
の
作
業
に
従
事
す
る
労
働
者
は
、
同
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
行
な

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
点
検
）

第
四
百
九
十
条

事
業
者
は
、
木
馬
に
よ
る
運
材
の
作
業
を
行
な
う
と
き
は
、

そ
の
日
の
作
業
を
開
始
す
る
前
に
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
点
検
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

一

木
馬
道
の
状
態

二

第
四
百
八
十
六
条
第
一
項
の
制
動
用
ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ
を
備
え
る
木
馬
道

を
使
用
す
る
と
き
は
、
当
該
制
動
用
ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ
の
状
態

三

制
動
装
置
を
備
え
る
木
馬
を
使
用
す
る
と
き
は
、
当
該
制
動
装
置
の
機

能

２

事
業
者
は
、
木
馬
道
の
さ
ん
橋
で
、
一
月
以
上
使
用
を
休
止
し
て
い
た
も



の
を
使
用
し
て
木
馬
に
よ
る
運
材
の
作
業
を
行
な
お
う
と
す
る
と
き
は
、
あ

ら
か
じ
め
、
当
該
さ
ん
橋
の
橋
脚
、
は
り
、
け
た
、
控
え
及
び
筋
か
い
の
腐

食
の
有
無
、
こ
れ
ら
の
も
の
の
緊
結
部
、
接
続
部
及
び
取
付
部
の
状
態
並
び

に
橋
脚
の
浮
動
の
有
無
を
点
検
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

事
業
者
は
、
前
二
項
の
点
検
を
行
な
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
異
常
を
認
め

た
と
き
は
、
直
ち
に
補
修
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
雪
そ
り
道
）

第
四
百
九
十
一
条

事
業
者
は
、
雪
そ
り
（
畜
力
に
よ
る
雪
そ
り
及
び
イ
ン
ク

ラ
イ
ン
の
方
式
に
よ
る
雪
そ
り
を
除
く
。
以
下
同
じ
。
）
に
よ
る
運
材
の
作

業
を
行
な
う
場
合
に
お
け
る
雪
そ
り
道
（
以
下
「
雪
そ
り
道
」
と
い
う
。
）

に
つ
い
て
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

縦
断
こ
う
配
は
、
雪
そ
り
の
構
造
に
応
じ
て
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
る
こ
と
。

イ

積
荷
の
一
部
が
路
面
に
接
す
る
構
造
の
雪
そ
り
を
使
用
す
る
と
き
は

、
四
分
の
一
以
下
（
直
線
区
間
が
二
十
メ
ー
ト
ル
未
満
で
あ
る
部
分
に

つ
い
て
は
三
分
の
一
以
下
）
と
し
、
曲
線
半
径
が
十
メ
ー
ト
ル
未
満
の

曲
線
区
間
（
曲
線
区
間
が
二
十
メ
ー
ト
ル
未
満
の
間
隔
で
連
続
し
て
い

る
と
き
に
お
け
る
第
二
番
目
以
後
の
曲
線
区
間
を
除
く
。
）
の
直
前
二

十
メ
ー
ト
ル
の
区
間
に
つ
い
て
は
、
五
分
の
一
以
下
と
す
る
こ
と
。

ロ

積
荷
が
路
面
に
接
し
な
い
構
造
の
雪
そ
り
を
使
用
す
る
と
き
は
、
五

分
の
一
以
下
と
す
る
こ
と
。

二

路
面
及
び
そ
の
曲
線
部
に
お
け
る
外
周
で
、
岩
石
、
根
株
等
の
障
害
物

に
よ
り
危
険
を
生
ず
る
お
そ
れ
の
あ
る
箇
所
に
つ
い
て
は
、
当
該
障
害
物

を
取
り
除
き
、
又
は
整
地
す
る
こ
と
。

三

縦
断
こ
う
配
が
十
分
の
一
以
上
の
区
間
、
雪
そ
り
道
の
見
透
し
距
離
が

五
十
メ
ー
ト
ル
未
満
の
区
間
、
他
の
道
路
と
の
交
さ
点
、
橋
そ
の
他
雪
そ

り
の
走
行
に
つ
い
て
危
険
を
生
ず
る
お
そ
れ
の
あ
る
箇
所
の
直
前
二
十
メ

ー
ト
ル
の
地
点
に
は
、
注
意
標
識
を
、
労
働
者
が
容
易
に
認
識
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
設
け
る
こ
と
。

四

雪
そ
り
の
過
速
に
よ
り
危
険
を
生
ず
る
お
そ
れ
の
あ
る
部
分
に
は
、
土



、
わ
ら
、
も
み
が
ら
等
を
敷
く
こ
と
に
よ
り
雪
そ
り
の
速
度
を
低
下
さ
せ

る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

第
四
百
九
十
二
条

事
業
者
は
、
運
材
の
作
業
に
使
用
す
る
雪
そ
り
に
つ
い
て

は
、
有
効
な
制
動
装
置
を
備
え
た
も
の
で
な
け
れ
ば
、
使
用
し
て
は
な
ら
な

い
。

（
雪
そ
り
へ
の
積
荷
）

第
四
百
九
十
三
条

事
業
者
は
、
雪
そ
り
に
よ
る
運
材
の
作
業
を
行
な
う
場
合

に
お
い
て
、
雪
そ
り
に
積
荷
す
る
と
き
は
、
か
す
が
い
、
索
等
の
用
具
に
よ

り
積
荷
を
確
実
に
固
定
さ
せ
、
か
つ
、
積
荷
の
高
さ
を
雪
そ
り
の
中
央
幅
の

二
・
五
倍
に
相
当
す
る
高
さ
以
下
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
雪
そ
り
を
走
行
さ
せ
る
作
業
）

第
四
百
九
十
四
条

事
業
者
は
、
雪
そ
り
道
に
お
い
て
積
荷
し
た
雪
そ
り
を
走

行
さ
せ
る
作
業
を
行
な
う
と
き
は
、
当
該
作
業
に
従
事
す
る
労
働
者
に
次
の

事
項
を
行
な
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
第
一
号
に
つ
い
て
は
、

雪
そ
り
道
の
平
た
ん
な
区
間
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一

雪
そ
り
と
雪
そ
り
と
の
間
隔
は
、
五
十
メ
ー
ト
ル
以
上
を
保
持
す
る
こ

と
。

二

雪
そ
り
を
停
止
さ
せ
る
場
合
に
お
い
て
、
後
続
の
雪
そ
り
が
追
突
す
る

お
そ
れ
の
あ
る
と
き
は
、
後
続
の
雪
そ
り
を
走
行
さ
せ
る
者
に
対
し
て
停

止
の
た
め
の
合
図
を
す
み
や
か
に
行
な
う
こ
と
。

２

前
項
の
作
業
に
従
事
す
る
労
働
者
は
、
同
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
行
な

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
点
検
）

第
四
百
九
十
五
条

事
業
者
は
、
雪
そ
り
に
よ
る
運
材
の
作
業
を
行
な
う
と
き

は
、
そ
の
日
の
作
業
を
開
始
す
る
前
に
、
雪
そ
り
道
の
状
態
及
び
雪
そ
り
の

制
動
装
置
を
点
検
し
、
異
常
を
認
め
た
と
き
は
、
直
ち
に
補
修
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。



（
悪
天
候
時
の
作
業
禁
止
）

第
四
百
九
十
六
条

事
業
者
は
、
強
風
、
大
雨
、
大
雪
等
の
悪
天
候
の
た
め
、

木
馬
又
は
雪
そ
り
に
よ
る
運
材
の
作
業
の
実
施
に
つ
い
て
危
険
が
予
想
さ
れ

る
と
き
は
、
当
該
作
業
に
労
働
者
を
従
事
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。

（
保
護
帽
の
着
用
）

第
四
百
九
十
七
条

事
業
者
は
、
木
馬
又
は
雪
そ
り
に
よ
る
運
材
の
作
業
を
行

な
う
と
き
は
、
物
体
の
飛
来
又
は
落
下
に
よ
る
労
働
者
の
危
険
を
防
止
す
る

た
め
、
当
該
作
業
に
従
事
す
る
労
働
者
に
保
護
帽
を
着
用
さ
せ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

２

前
項
の
作
業
に
従
事
す
る
労
働
者
は
、
同
項
の
保
護
帽
を
着
用
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

第
四
百
九
十
八
条
か
ら
第
五
百
十
七
条
ま
で

削
除


